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実用型ノードの開発
(エヌアイシステム、誠和、ネポン)

気温センサーノード、操作盤ノード、巻き上げ式窓・
カーテン開閉ノード、暖房機ノードを開発する。

コンピュータ基板および
ミドルウェアの開発
(エヌアイシステム)

機器製造会社が機器に組み込
んでノードを容易に開発できる
ハードウェアと基本ソフトウェア
を設計する。

標準通信規約の策定
(東海大学)

実用化に適切な通信方式を決定

モデル温室の構築

(野菜茶業研究所、
エヌアイシステム)

各種機器にコンピュータ基板を試作的に実
装した多数のノードを実際に設置したモデ
ル的な温室を設置して、実際に動作させて
性能評価を行う。

性能評価に基づくシステムの改良
(東海大学、エヌアイシステム)

システムの仕様を改良し、最終的な規格
案と今後改善すべき課題をまとめる。

　施設園芸産地の情報化・高
度化を促進し、競争力を強化
するために、2年後の実用化
を目指して、機器組み込み型
の低コスト自律分散環境制御
システムのハードウェアとソフ
トウェア開発を行う。

施設園芸生産のためのユビキタス環境制御システムの開発施設園芸生産のためのユビキタス環境制御システムの開発

目的目的

システムの概要システムの概要

★従来の温室環境制御用
コンピュータは不要。

★温室内のそれぞれの機
器に小型のコンピュータを
内蔵(ノード)。

★インターネットの規格で温
室をネットワーク化し、ノード
やパソコンを結合。

★これまでの半額以下の導
入コストを目指した環境制
御システム。  




